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はじめに

本巻では,北方寒冷域の植物の生態,生理,遺伝,微気象,理論モデルなどに関する論

文を特集した.北方寒冷域の植生面積の広い部分を占めるのは北方林である.北方林と

は,一般的には北緯45～70度に存在する森林のことであり,したがって北海道はその南

限にあたるといえる.また,全世界の森林面積約3,900万平方キロメートルのうち,北方

林はその1/3の約1,300万平方キロメートルを占めている.これは,熱帯林の約1,800万

平方キロメートルに次ぐ大面積である.

本巻で具体的に扱う北方寒冷域は,主に北海道とロシア極東である.そこでの主要樹種

であるトウヒ属（エゾマツ,アカエゾマツ）,モミ属（トドマツ）,カラマツ属（カラマ

ツ,グイマツ）などの針葉樹,カバノキ属（ダケカンバ,シラカンバ）,コナラ属（ミズ

ナラ）,ヤマナラシ属（エゾヤマナラシ）などの落葉広葉樹,そして林床のササなどに関

する研究成果を紹介する.さらに北方寒冷域の湿地帯の主要な植物であるミズゴケも取り

上げる.

例えばロシア極東のカムチャツカでは年平均気温が約０℃程度,年降水量が約500mm

程度といったように,北方寒冷域は低温や乾燥という環境条件を特徴とする.本巻では,

そのような環境条件下で植物がどのように生活しているのか,種子繁殖,クローン繁殖

（地下茎などによる繁殖）,光合成,水分生理,環境ストレス応答,耐凍性,個体の生長,

北方林の天然更新,水循環,生物生産,個体群の維持メカニズム,生物多様性,台風や森

林火災などの外部からの撹乱に対する北方林の応答と回復力などについての最近の研究成

果をまとめた.温帯林や熱帯林と比較して,北方林の特異性を理解していただければ幸い

である.

最後になりましたが,論文を執筆していただいた全ての著者の方々と査読者の皆さまに

心より感謝申し上げる.
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